




























































古文献匿編Jl(道布、中国民族出版社、 1983)、D.Cerensodnom， M. Taube， Die Mongolica 
























































































a. radn_a sambaw _a burqan masi gfin 
b. wcir ovtarvui-yin cinar② gkir ugei 
c. mon cinar arivun gegeken ilaqu ugei 
d. wCir beye-W-de③ mδrgun mavtamui 
Tl 
a. RATN A SAMPAW A PWRQAN MASY QWYN 
b. VCYR WQTARQWY YYN CYNAR KKYR AWYKAY 
c. MWYN CYNAR AARYQWN KAKAKAN AYLAQW AWYKAY 
























と mon Cinar arivun gegeken ilaqu ugei wCir bey _e-tuとなる。そ
のmδn cinar-un bey_eである。それはburqan-u qovusun cinar-un ecus 












三十五仏礼讃の著者、訳者はいまだに不明である。関係が緊密な qutuvtu vurban 
とovca kemegdeku yeke kolgen sudurが大蔵経に収録されていることと、大乗経と称
することから、釈迦牟尼仏の著作ではないかという説もある。ツオンカパ大師(1357-1419)
および、その二大弟子ジャルチャブ・ダルマリンチン (JalcabDarmarincin， 1364 -1432)、
ジャミヤン・チョルジ・ダシノ勺レダン (JamiyanCorji Dasibaldan， 1352-1435)などの
三十五仏の著作もある。モンゴル『大蔵経』の礼讃集の中にあるマデ、イズダラ大師のvuCin




Bandida Avwanglubsangdambijalsan)の vucin tabun burqan-u aldar-un tusa 

























































は、十六羅漢を詳細に記述した古い経文である。モンゴルでは arban jirvuvan yeke 



































































主格には格語尾がない。属格は-yin~ ・un!-ün ~ -u/-u、対格は-i!yi、与格は-aJ-e~・daJ-de ~ 
-tal・旬、位置格は-dur/-dur~ -tur/-tur、奪格は-acaJ-ece~ -dacaJ-dece ~ -caJ-旬、造格は
-bar/-ber ~吐yar/・lyer、連合格は・luvaJ・lüge である。現代モンゴ、ノレ語の共同格-tai!-tei を使
用した例はない。又、現代モンゴノレ語の-du/-duも使用した例はなく、その代わりに-dur/-dur
~・加r/-tur.、-ta/-te~ -daJ-de ~ -aJ・e等を用いている。与格の・a/-eを造格の意味で使用した


























































況、 6.明宣徳六年京師木刻本経典集の概況、 7.アルジャイ洞窟銘文、 8.アルジャイ
洞窟銘文研究の状況、 9.本論文の研究概況などから成る。
第二章では明宣徳六年(1431)京師木刻本経典集の中に収録されているウイグノレ式モン
ゴ、ル文字文献で、ある五冠仏礼讃、聖救度仏母二十一種礼讃経などを読み、ラテン文字に転
写し、翻字を行い、おおよその意味を日本語に翻訳して、語葉と宗教用語に注釈を施した。
第三章では、アルジャイ銘文の三十五仏への礼讃、二十一タラ菩薩への礼讃、十六羅漢
への礼讃、優婆塞ダルマ・タラへの礼讃、四大天王への礼讃を、それぞれの対応する礼讃
と比較した。また、現代モンゴル語の一般語葉では使用されない言葉やアルジャイ洞窟銘
文では解釈できなかった部分、欠落している箇所などを中心に解釈した。
第四章では、明宣徳六年京師木刻本経典集とアノレジャイ銘文のモンゴル文に見られる音
韻、文字と綴り字の特徴、及び文法形態、語藁の特徴を簡潔に説明した。
氏の博士論文の最も特筆すべき点は、以下の3点にあると結論づけることができょう。
すなわち、
1.明宣徳六年 (1431)京師木刻本経典集の2つの奥書と聖救度仏母二十一種礼讃経など
に属する礼讃文の読解である。この経典は、 15世紀に書かれたものであり、モンゴル
-10-
モンゴ、ル仏教あるいはモンゴル仏典研究において、元朝滅亡後16世紀にチベット仏教
が再導入されるまでの空白期間を埋める貴重な資料であり、その点に着目し、テキス
トの読解及び考察を試みた点は高く評価できる。
2.アルジャイ洞窟銘文の礼讃文を含めて文献的内容に関わる仏教的解説が整っており、
これは宗教的文献をあくまでも宗教的観点から研究しようとする氏の首尾一貫した研
究方針の表れとして高く評価できる。
3.上述した宗教文献の読解に際し、方法論的にラテン文字による転写、翻字の手段を取
ることによって、手堅く厳密にテキスト校訂を行った点が高く評価できる。
審査委員の中から、第四章の言語特徴をもっと詳細に記述すべきであった、とかモンゴ
ル仏教成立に大きく関わったウイグル仏教やウイグル語の情報を盛り込む必要があった、
とかあるいはサンスクリット起源の単語の誤記、アルジャイ洞窟銘文の書かれた時代考証、
モンゴル語史、の時代区分に関する見解、その他 モンゴル語の使役態-u/-uの存在、副
動調語尾-run/-runの有無、性の範曙に関する解釈などの問題点も指摘されたが、氏が
これまで自らアルジャイ銘文研究グループの一員として調査に加わり、一連の先駆的な研
究を行ってきたこと、氏の研究方法が極めて実証的で、十分説得力に富んでいること、ま
た手堅く厳密にテキスト校訂を行っていること、さらに今後の研究に対する一定の方向性
が明示されていることなどが高く評価される。
以上の諸点から本論文が、博士(言語文化学)の学位にふさわしいものである点につい
て、審査委員全員の意見の一致を見た。
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